
Exercise 2017.7.27

1. 半導体や医薬品の輸出入における航空利用率は_____________となっている。

2.

3.

4.

5.

6.
航空会社である。

7 シカゴ条約(国際民間航空条約)で決めたことと異なるのは次のどれか？_____________

8. 国際航空に関するモントリオール条約(1999)では_____________をとっている。

9. モントリオール条約(1999)では航空会社の責任限度額を_____________額で定めている。

10. 次の中で、貨物輸送に関する空港の機能ではないものはどれか？_____________

11.

12. 旅客機ベリーへの貨物の搭載は、飛行機の進行方向に向かって機体の_____________から行われる。

13. 航空便の貨物スペースの予約コントロールは_____________で行われる。

14. 一般的なワイドボディー旅客機のベリー貨物室の高さは約＿＿＿＿である。

15. フォワーダーが航空会社との間で運送契約を結ぶのに使用するのは＿＿＿＿である。

b.　ハウスAWB
c.　マスターAWBとハウスAWB

b.　無過失責任原則
c.　無限責任主義 d.　過失推定主義

a. UNT

a.　貿易の決済

航空貨物運賃は貨物1kg当たりの_____________の額で決められている。

c.　左側 d.　両側
a.　右側 b.　後方

c.　米ドル d.　ユーロ

c. UDL d. UCL

b.　代理店
c.　混載業者 d.　航空会社とAWB番号

a.　マスターAWB

a.　2割程 b.　4割程
c.　6割程 d.　8割程

b. ULD

d.　ニュートラルAWB

航空会社の総収入に占める貨物収入の割合が他地区の航空会社に比べて高いのは_____________の

a.　米国 b.　オーストラリア
c.　東南アジア

日本の港湾と空港の中で貿易額が最も大きいのは_____________である。
a.　成田空港 b.　羽田空港
c.　横浜港 d.　神戸港

a.　SDR b.　発地国通貨

b.　航空機の離着陸
c.　貨物の航空機への積込み d.　航空機から取降ろした貨物の仕分け

a.　過失責任原則

航空機に搭載するパレットやコンテナは総称で_____________と呼ばれている。

ニュートラルAWBは発行_____________がプレプリントされていないAWBである。
a.　AWB番号

d.　欧州

a.　ICAOの設立 b.　カボタージュ権
c.　領空主権原則 d.　旅客・貨物の運輸権

d.　ULDベース

a.　100cm b.　130cm
c.　160cm d.　200cm

a.　マスターAWB b.　ハウスAWB
c.　マスターAWBとハウスAWB d.　コマーシャル・インボイス

混載業者は_____________を使って混載を利用する荷送人と運送契約を結ぶ。

a.　米ドル b.　ユーロ
c.　日本円 d.　SDR

a.　重量ベース b.　容積ベース
c.　重量と容積ベース
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16.

17. ロジスティクスとは需要に対して____________を同期化させようとする概念である。

18. 次の中で陳腐化が起きにくい商品はどれか？_____________

19. 航空機メーカーが航空貨物量の需要予測でベースにしている指標は次のどれか？_____________

20.

21.

22. 航空業界に限らず、様々な業界でEDIが行われているが、EDIは_____________の略である。

23. 航空業界では業界内でデータ交換をしやすくするために_____________が行われている。

24. 最も最近就航した貨物専用機は_____________である。

25. 次の中で国際宅配便の特徴ではないものはどれか？_____________

26. FedExがMemphisをハブとした理由は次のうちどれか？_____________

27. ライト兄弟が初めて有人動力飛行に成功したのは今から_____________程昔のことである。

28. 第2次大戦後、ジェット機が出現して、それまでのレシプロ機の_____________程の速さになった。

29. NACCSシステムに関する記述として誤っているものはどれか？_____________

30. 次の中で"Ready for Carriage"と直接関係がないものはどれか？_____________

a.　IATA航空会社 b.　荷主

a.　生産 b.　製品の配送
c.　部材の調達

c.　デジカメ d.　タブレット端末
a.　ラジオ

IATA航空貨物代理店は_____________の代理人である。

c.　混載業者 d.　荷受人

b.　スマートフォン

d.　調達から生産、配送までの物の流れ

d. 商品管理技術

a.　通信メッセージの標準化

c. １０％程 d. ２５％程

b.　GDP

b. ５％程a. １％弱

c.　投資指数 d.　消費者物価指数
a.　景気動向指数

a.　AWB b.　運賃
c.　梱包 d.　貨物ラベル

c.　海上貨物は対象外である。 d.　9割以上の輸出入貨物が利用している。

a.　Electric Data Interchange b.　Electronic Data Interchange
c.　Electric Data Interface d.　Electronic Data Interface

a. B777F b. B787F

b.　通信手段の標準化
c.　業務処理手順の標準化 d.　コンピューターの標準化

a.　2倍 b.　3倍

c. A380F d. B747-8F

a.　70年 b.　90年
c.　110年

b.　全米でOver Night Deliveryを行うため
c.　輸送コストを下げるため

c.　時間補償がある。 d.　危険物の運送を引き受けない。

a.　輸出入貨物の通関手続きに使用される。 b.　NACCSセンター㈱が運用している。

c.　4倍 d.　5倍

a.　全米でSame Day Deliveryを行うため

a.　運賃は空港から空港までとなっている。 b.　商品名(サービス名)が付いている。

d.　130年

バーコードは_____________の一つである。

国際物流における重量ベースでの航空貨物の利用率は＿＿＿＿である。

a. 自動認識技術

d.　国際線への乗継輸送をスムーズに行うため

b. 倉庫管理技術
c. 自動読取技術
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